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土地､生まれ､生まれ順

生まれ順名と地域性

相接し合う川崎市西部と横浜市西南部､なら

びにそれに隣接する東京都町田市は､地方から

転入する老人が1980年代辺 りから急激に増えた

一帯として知られている｡殊に町田市ではその

傾向が著しく､1990年の国勢調査によると､過

去5年間に4千人ほどの老人が転入している｡

その大半は､都市に出て定住した農村出身者が

過疎化した故郷から呼び寄せた老親で､俗に

｢呼び寄せ老人｣と呼ばれている｡

私が特に興味を持つのは､老親を呼び寄せた

のが子供の内の誰だったのか､またそれが特定

のタイプの個人名の発現頻度と何らかの関係を

もっているかという事だ｡しかし､今のところ､

そうした事情に関する研究はないらしい｡

上の事を述べたのは､他でもない｡今回も､

前々回の連載から引き続いて､生まれ順名から

社会のあり方を考察していきたいからである｡

こういう観点からすぐに思い出すのが､東京着

飾の土地柄である｡

葛飾に太郎なし

鈴木菓三は､｢○太郎｣という名前の起こり
にふれて､次のように述べた｡｢一般家庭でも､

男子があれば､次三男がいなくても､長男はい

る｡そこで太郎の人口は､次郎 ･三郎より多い｡

そこで平太郎､藤太郎のように姓氏によって区

別する必要度が高い｡また､平太郎を兵太郎と

するような工夫もされる｣[『言葉 と名前』､

1992]｡

ところが､それにも関わらず､太郎という名

を持つ人がほどんど住んでいない土地がかって

あったと言う｡まさに､書飾こそがその土地で

ある｡大正初年の菖飾は､田圃と沼沢や湿地が
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入り混じるばかりの閑散たる土地だった｡だが,

大正12年 (1923)に起きた関東大震災の後に沢

山の者がこの地に移 り住むようになり､やがて

昭和 7年に菖飾区が生まれた｡

では､着飾に太郎と名の付く者が滅多にいな

かった事情は､何に由来するのか｡半村良によ

ると､そこに住んだのは ｢生まれた家は別々で

も､みな次､三男以下の余計老ばかり｣だった｡

だから､菖餌は ｢本家もなければ分家もない｣､

｢いわば故郷喪失者たち｣が寄り添って作った

町だったというのだ [『着飾物語』､1996]｡

だが鈴木が指摘した通 り､そんな町にもやが

て長男が多 くなり始める時が来る｡昭和 8年

(1933)生まれの半村の本名は､平太郎である｡

生まれ順に因む命名が普通に行われている社

会では､生まれ順を示すどの名前がどの頻度で

分布するかという事実は､確かにその土地の来

歴の一面を表す場合があると言えよう｡

ベンジャミン･フランクリン

意飾という土地の上のような事情を思う時に

まず思い起こすのは､日本では避雷針の原理の

発見や ｢時は金なり｣という金言を残した事で

よく知られ､アメリカの文化の発展に巨大な足

跡を残した万能の偉人ベンジャミン･フランク

リン(1706-90)である｡というのは､彼が末っ

子の末っ子の末っ子､つまり三代続いた末っ子

の家に生まれた末っ子だったからである｡その

ゆえからもまた､私には､彼こそが植民地アメ

リカを代表する人物に思えるのである｡

ベンジャミン･フランクリンのこうした出自

は､何時も､私には馴染みのある一人のキブシ

ギス人-の連想を誘 う｡その人物の名前は､

TaitaarapTowet(1925-)- もっとも､言語
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学博士でもある彼自身はこの頃 Taaittaarap

Toweettと自分の名前を表記している｡

末っ子の長男という名前

TaitaarapTowetは､ケニアに住むカレンジ

ン群の最大民族であるキブシギスの間で最初に

名門マケレレ大学 (当時は高校)を卒業したエ

リートである｡その後､行政官から政治家に転

身して､ケニア独立 (1963)前後の時期に幾度

か文部大臣を務めたO

いわば､キブシギスを代表するインテリであ

り､同時にその政治的なリーダーとしての道を

歩き続けたこの人に私が関心を持った一つの原

因は､キブシギスとしては何処か収まりの悪い

彼の名前にあった｡前回述べた通り､Towetは

末っ子､Taitaは長子を意味する通称であって､

正式の名前ではないOただし､arapとは ｢～の

息子｣を意味し､arapTowetは彼がイニシエー

ションを受けた後にもらった ｢長子の息子｣と

いう父称､つまり正式名である事になる｡

だが､TaitaarapTowetは､全体 として

｢末っ子の息子である長男｣という意味を表す

のみだ｡それは､誕生時の状況に因む ｢粥名｣

や他民族からの牛盗 りの勲を讃えた頒歌に由来

する ｢詩名｣など､豊かな色彩をもつキブシギ

スの人々の名前としては無味乾燥で､いかにも

異例だという印象を拭えないのであるC

余所者である父親

私はやがて､彼の父方の祖父がキブシギス人

ではなく､隣のグシイ人であった事を知った｡

キブシギス人は南ナイル語系の言葉を話す牛牧

民であるが､一方グシイ人はバントゥ語系の言

葉を話す農耕民である｡両民族は長年敵同士

だった｡いや､キブシギス人がグシイ人の牛を

略奪し続けて来た関係であると言ってもいい｡

TaitaarapTowetには､父親の半生を措いた

実録小説の短編がある ["TearsoveraDead

Cow",T.Toweett,TearsoveraDeadCow

andOtherStories,n.d.]｡彼の父方の祖父は妻

を妖術で失った｡彼は一層の後難を恐れ､幼い

三人の息子を連れてキブシギスの土地へ逃れた｡

飢餓の時期には両民族の間の戦いが止み､暫く

の平和が訪れるのだが､その機を刺 したのだっ

た｡だが､彼はその暫く後に不慮の死を遂げ､

幼い子供たちと養母だけが後に残される｡

Towetの父親は彼の三男でMirchaという名

前だったが､やがて長男も死に､ぐうたらの次

男と二人だけになる｡Mirchaはイ二シエー

ショソを受け､敷難辛苦してコウリャンを作 り､

その儀かな余剰を山羊 ･羊に換え､次に山羊 ･

羊を牛に換えて蓄財し､働き者の評判を得る｡

だが､キブシギスに帰化した後も ｢余所者｣の

見えざる格印と､愚兄の愚行､家畜の疫病に絶

えず苦しめられ､打ちのめされ続けるのだった｡

便法としての生まれ順名

TaitaarapTowetの父親の名前Mirchaは､

明らかにグシイ人の名前である｡しかし､父親

の名前にarapを添えて父称を作るキブシギス

の命名法に従えば､彼の正式名である父称は

arapMirchaとならなければならない｡父親

Mirchaは養取された人物としてキブシギスに

なったのはでなく､CheluleChelule(連れて来

られた老)という類型的なキブシギス名でさえ

呼ばれ得ない｢余所者｣だった｡それゆえ､Taita

arapTowetは父称としてarapCheluleを名乗る

事さえできなかったのだ- 連載第38回参照｡

arapMirchaを名乗れば､父親がグシイ人で

あった事が明白になってしまう｡これは全く不

利だ｡だから､TaitaarapTowetはそれを嫌っ

て､arapTowet(末っ子の息子)をもって父称

に代えたのだと思う｡

キブシギスの土地の南部では､arapTowet

という名の人に往々出会った｡それはそこが両

民族のフロンティア､いわばもう一つの着飾

だったからだ｡実は､私が最初に9カ月寄宿し

た家の主もまたarapTowetと言った｡彼 もグ

シイ起源の氏族の人だった｡

(こんま とおる 神奈川大学 社会人類学)
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